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天
界
第
三
號
附
録

天
　
文

華pp

彙

　
　
　
（
あ
の
部
…
…
…
績
き
）

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
（
卜
陶
酔
。
目
①
紆
，
2
9
巳
窪
）
ア
ン
ド
・
メ

　
ダ
座
ヌ
星
の
側
に
あ
る
大
星
雲
、
肉
眼
に
も
微
か
に
見
ゑ

　
る
。
直
経
は
月
の
二
倍
も
あ
る
。
近
世
の
寓
所
に
由
り
之

　
は
渦
状
を
な
し
て
を
る
事
が
解
つ
托
。
赤
経
○
時
三
七
分
、

　
赤
緯
北
町
〇
度
四
四
舜
Q
一
秒
三
〇
〇
粁
の
速
度
で
我
々

　
に
近
づ
い
て
居
る
0

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
流
星
群
（
卜
口
♀
c
巨
巴
宣
ロ
）
毎
年
十
一
月
二

　
十
七
日
頃
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
ガ
ー
星
か
ら
輻
射
す
る
流
星

　
群
。
之
は
ピ
エ
ラ
ヒ
⇔
写
歴
彗
星
ご
同
一
軌
道
を
持
っ
て
居

　
る
。
恐
ら
く
は
同
彗
星
の
退
化
せ
し
も
の
で
あ
ら
う
。
（
ゼ

　
エ
ラ
彗
星
を
見
よ
）

い
（
ゐ
）
の
部

イ
オ
（
H
o
）
　
木
星
の
第
一
衛
星
、

　
の
。
（
木
星
を
見
よ
）

ガ
リ
レ
オ
が
登
園
し
た
も

海
　
老
　
恒
　
治
　
編

イ
ー
ス
タ
ー
、
基
督
復
活
祭
（
国
器
酔
卑
）
　
基
督
教
で
行
は
れ

　
る
親
祭
で
最
も
重
要
な
も
の
。
毎
年
此
日
附
を
暦
の
上
で

　
定
め
る
事
は
昔
か
ら
基
督
激
國
の
宗
教
家
悩
天
文
學
者
等

　
の
大
責
任
で
あ
っ
た
。
中
世
ジ
ユ
リ
ウ
ス
．
暦
か
ら
今
日
の

　
グ
レ
ゴ
リ
ー
暦
に
登
達
し
た
暦
置
上
の
進
歩
は
此
の
イ
ー

　
ス
タ
ー
問
題
に
負
ふ
所
が
多
い
。
現
今
此
日
を
定
め
る
方

　
法
次
の
如
し
。
帥
ち
毎
年
太
陽
の
春
分
貼
通
過
後
に
來
る

　
満
月
の
次
の
日
曜
日
を
イ
ー
ス
タ
ー
ご
す
る
。

い
ち
の
へ
●
な
ぼ
ぞ
う
一
戸
直
藏
青
森
縣
の
人
、
明
治
三

　
十
六
年
東
京
大
學
星
學
科
を
卒
業
、
同
年
米
月
塞
川
ケ
ス

　
　
　
　
　
　
　

　
天
文
壷
に
留
學
、
主
に
愛
光
星
を
研
究
し
同
光
九
年
蹄
朝

　
東
京
大
學
講
師
ざ
な
る
。
明
治
四
す
四
年
論
文
を
提
出
し

　
て
理
學
博
士
ご
馨
っ
た
。
論
文
は
主
に
…
愛
光
星
に
關
す
る

　
も
の
で
中
に
三
箇
の
新
二
見
が
あ
る
。
同
四
十
四
年
職
を

　
僻
し
雑
誌
「
現
代
の
科
學
」
を
駿
嘱
し
把
。
著
作
頗
る
多
く

　
我
國
に
於
け
る
天
文
學
普
及
上
大
貢
献
を
な
し
π
。

　
（
明
治
十
一
年
生
、
大
正
九
年
逝
）



IO

い
っ
か
く
ビ
う
ざ
一
・
角
獣
座
（
學
n
O
5
0
0
Φ
同
O
o
α
）
　
バ
〃
チ
ユ
ス

　
（
℃
鶏
葦
登
β
。
。
）
が
エ
ハ
ニ
四
年
忌
使
ひ
始
め
た
星
座
で
オ

　
リ
オ
ン
座
の
東
、
大
犬
座
の
北
、
小
犬
座
の
南
に
あ
b
、

　
赤
道
の
爾
側
に
跨
っ
て
居
る
〇
四
等
星
が
四
つ
あ
る
許
り

　
其
他
は
皆
微
星
で
あ
る
か
ら
絵
り
目
に
つ
か
な
い
。
大
犬

　
座
ε
の
境
に
メ
シ
ヤ
ー
第
五
〇
番
の
星
團
が
あ
る
。

い
て
ざ
射
手
座
（
留
0
9
一
茸
母
冒
。
・
）
　
・
動
物
特
上
の
一
星
座
で
早

　
く
バ
ビ
ロ
ン
人
に
も
認
め
ら
れ
て
居
忙
ら
し
い
。
蝸
座
の

東
南
鷲
座
の
南
、
山
斗
座
の
西
で
大
面
積
を
占
め
て
居
る
。

二
等
星
二
つ
、
三
等
星
建
つ
、
殊
に
フ
イ
、
シ
グ
マ
、
タ
ウ
、

ぜ
ー
タ
の
恒
星
が
作
う
て
居
る
四
歯
形
は
目
に
つ
き
易

　
い
。
（
支
那
人
は
之
を
南
斗
ε
鶴
へ
π
）
此
星
座
は
天
の
河

上
に
あ
る
の
で
有
名
な
る
星
雲
や
星
團
等
が
多
い
。
墾
光

　
星
や
新
星
も
歎
多
く
登
見
さ
れ
だ
。
學
至
上
か
ら
見
て
も

　
最
も
興
味
の
多
い
星
座
で
あ
る
。
太
陽
は
毎
年
十
二
月
二

　
十
日
頃
此
の
星
座
に
入
っ
て
一
月
二
十
二
日
頃
去
る
。
（
人

馬
宮
を
見
よ
）

い
ど
緯
度
（
ぎ
藻
巳
Φ
）
　
地
球
の
軌
道
面
に
愚
行
し
だ
卒
面

　
で
天
球
を
切
っ
把
座
標
（
悪
道
座
標
を
見
よ
）
o
地
球
表
面

　
上
め
．
位
置
を
表
は
す
爲
め
に
赤
道
に
李
蝕
し
彪
李
面
で
作

　
っ
起
座
標
を
叉
緯
度
巴
云
ふ
。
此
緯
度
に
二
種
類
あ
る
、

　
一
は
地
表
（
或
は
天
丈
）
．
緯
度
（
皐
8
σ
q
『
書
証
。
無
b
。
・
ぎ
u
。
・

臼
ざ
ゆ
目
巴
秘
湯
。
）
ご
云
ひ
、
其
土
地
の
鉛
直
線
ε
地
球
赤

　
道
面
ε
の
間
の
角
度
或
は
・
其
土
地
の
氷
李
面
上
の
天
球

北
極
の
高
度
が
。
そ
れ
で
あ
る
。
他
の
．
一
は
地
心
緯
度

ハ
φ
§
9
弦
。
ピ
監
ξ
号
）
ぢ
云
ひ
、
其
土
地
＄
地
球
中
心

　
ご
を
結
ん
だ
直
線
が
地
球
赤
塗
面
ε
な
す
角
度
を
云
ふ
。

　
此
二
種
類
の
緯
度
は
赤
道
ε
難
処
ご
で
は
一
、
致
す
る
が
其

　
他
で
は
常
に
地
心
緯
度
の
方
が
小
さ
い
d
之
は
蓋
し
地
球

　
が
直
轄
楕
圓
艘
な
の
に
原
因
す
る
。

い
ど
（
緯
度
）
の
攣
化
（
同
・
証
言
密
く
巴
9
ざ
昌
）
　
地
球
の
廻
輻

　
軸
が
動
揺
す
る
爲
め
、
世
界
各
地
の
緯
度
に
周
期
的
菱
動

　
が
あ
る
。
出
藍
理
論
は
十
八
世
紀
中
頃
オ
イ
レ
ル
入
野
臼
鶏
）

　
が
論
じ
た
が
、
事
貿
は
一
八
入
五
年
頃
濁
乱
の
キ
ー
ユ
ー
ス
ト

　
ナ
ー
（
図
房
訂
需
）
ご
米
國
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
（
O
｝
≦
昌
巳
。
門
）
ご

　
が
同
時
に
螢
些
し
た
。
一
八
九
九
年
場
後
置
際
測
地
學
會

　
は
北
孚
球
に
四
箇
所
の
観
測
所
を
置
い
．
て
緯
度
乳
化
を
測

　
つ
て
居
る
。
我
國
岩
手
縣
永
澤
観
測
所
は
其
一
つ
で
あ

　
る
。
（
永
澤
緯
度
堅
磐
所
を
見
よ
）

い
る
か
（
海
豚
）
座
（
b
o
言
匡
昌
量
）
北
牢
球
の
ト
レ
ミ
ー
星
座
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で
鷲
座
の
東
北
、
ペ
ガ
ノ
ス
の
西
、
面
積
は
小
さ
い
が
、

　
三
、
四
等
星
が
集
っ
て
特
に
著
し
い
。
ガ
ン
マ
星
は
有
名

　
な
連
星
で
あ
る
。
毎
年
九
月
夕
方
天
頂
に
凝
る
。

い
ろ
星
の
色
（
G
o
仲
母
O
亀
Q
舞
）
　
星
は
皆
大
難
に
於
て
白
色

　
で
あ
る
が
、
よ
く
見
れ
ば
幾
分
青
味
や
赤
味
を
帯
び
た
種

　
種
の
程
度
が
あ
る
。
・
之
に
由
り
星
を
青
星
、
白
星
、
黄
星

　
赤
星
等
に
分
類
す
る
。
（
丁
々
の
條
を
見
よ
）
o
星
の
色
は
其

　
光
の
構
造
に
由
り
起
る
も
の
で
詳
し
い
事
は
分
光
学
で
解

　
る
。
主
ビ
し
て
其
身
の
雰
園
氣
の
密
度
や
濃
度
を
表
は
す

　
も
の
で
あ
る
〇
二
重
星
に
は
赤
ざ
青
の
著
し
い
コ
ン
ト
ラ

　
ス
ト
を
見
せ
る
も
の
が
多
い
。
例
へ
ば
白
鳥
座
ガ
ン
マ
星

　
の
様
に
。
此
現
象
の
一
部
分
は
我
等
の
眼
が
補
色
を
誇
大

　
に
す
る
の
に
由
る
。

い
う
し
す
う
色
指
敷
（
6
胆
O
一
〇
朗
叫
　
H
U
自
O
図
）
　
翼
下
光
度
か
ち
眼

　
覗
光
度
を
減
じ
π
敷
。
こ
れ
は
星
の
色
を
歎
量
的
に
表
は

　
す
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
（
匂
●
卜
G
づ
鷺
犀
げ
目
N
ロ
D
↑
）

　
の
測
定
し
た
色
指
歎
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
星
の
色
青
星
白
星
．
黄
土
赤
星

　
　
　
　
　
ま
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
く

　
　
分
光
翻
　
恥
肪
　
真
日
恥
　
恥
．
G
ρ
G
5
即
　
踊
M
N

　　

�
熕
沫
当
|
糊
器
欄

　
　
　
　
　
（

’い

?
ｯ
し
レ
ン
ズ
（
卜
。
腎
。
目
9
試
。
蜂
肖
ロ
）
　
ク
ラ
ウ
ン
●
レ
ン

　
ズ
ご
フ
フ
ン
ト
●
レ
ン
ズ
ご
を
組
合
せ
て
色
牧
山
を
消
す

　
事
は
一
七
五
入
年
1
3
ロ
ン
ド
（
臼
e
色
O
昌
）
が
登
見
し

　
た
。
此
燭
明
に
由
っ
て
古
人
の
遭
遇
し
た
一
大
難
織
を
除

　
覚
し
望
遠
鏡
の
口
穫
を
．
増
大
し
障
泥
功
績
は
偉
大
で
あ

　
る
。
．
今
日
の
色
坐
法
に
二
種
類
あ
る
〇
一
は
肉
眼
観
測
の

　
た
め
で
重
に
水
素
ベ
ー
タ
ー
線
に
調
節
し
て
あ
る
。
他
の

　
一
は
為
移
用
で
水
素
ガ
ン
マ
線
に
調
節
し
て
あ
る
。

い
ん
え
い
た
い
陰
影
帯
（
ω
冨
〔
ざ
毒
し
q
学
区
）
　
皆
L
日
蝕
の

　
始
ご
終
に
光
の
小
い
濃
淡
線
條
が
地
上
を
走
る
の
が
見
ね

　
る
。
之
は
日
光
の
…
獲
化
に
由
る
室
名
の
作
用
で
あ
る
。
（
皆

既
日
蝕
を
見
よ
）

い
ん
せ
き
阻
石
（
ζ
①
げ
Φ
O
梶
圃
一
Φ
q
o
）
　
流
星
の
中
研
に
大
な
る
も

　
の
は
地
上
に
落
下
す
る
こ
ご
が
あ
る
。
之
を
一
般
に
阪
石

　
ご
云
ふ
。
物
理
化
學
可
分
折
の
結
果
m
上
石
を
二
．
種
類
に
分

　
け
6
。
一
は
火
山
岩
式
の
も
の
で
之
を
輩
に
唄
石
ご
樗
へ

　
他
は
鐵
を
主
成
分
ざ
し
之
を
唄
鐵
ざ
云
ふ
。
険
石
も
陵
鐵

　
も
共
に
大
さ
は
一
定
し
て
居
な
い
。
今
日
最
大
の
、
記
録
は

　
北
米
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
落
ち
セ
も
の
で
重
さ
光
六
噸
あ

　
る
。
（
流
星
は
見
よ
）
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い
ん
て
つ
隣
鐵
（
り
R
Φ
σ
Φ
O
婦
一
〇
　
】
ぼ
O
口
）
　
前
項
を
見
よ
。

イ
ン
ド
じ
ん
印
度
人
（
ぽ
9
岳
）
南
天
の
星
座
で
一
．
六
〇
三
年

　
バ
イ
エ
ル
（
国
薯
宵
）
が
磯
明
し
π
。
逡
く
射
手
座
の
東
南

　
で
、
毎
年
九
月
十
月
頃
夕
方
低
も
南
方
の
地
李
線
上
に
」

　
部
分
だ
け
見
ね
る
。
ア
ル
フ
ァ
星
が
三
等
星
、
他
は
微
光

　
で
あ
る
。

い
ん
り
ょ
く
引
力
（
（
一
同
曽
く
凶
一
ρ
曲
凶
O
］
年
男
一
　
㌧
r
酔
叶
同
曽
O
け
一
〇
】
P
）
物
理
學
上

　
の
原
則
蓬
し
て
二
個
の
物
膿
は
相
互
に
引
き
合
ふ
も
の
で

　
あ
る
9
そ
の
力
は
二
物
燈
の
質
量
の
相
乗
積
に
比
例
し
、

　
距
離
の
自
乗
に
逆
比
働
す
る
。
之
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
（
乙
◎
マ
一

　
2
Φ
ゑ
。
ご
）
が
登
戸
し
一
六
八
七
年
著
書
プ
リ
ン
シ
ピ
ァ

　
（
牢
猷
島
鳳
塑
）
に
登
表
し
花
も
の
で
、
之
を
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

　
法
則
ε
云
ふ
Q
地
上
に
撃
て
あ
ら
ゆ
る
物
膿
が
落
下
す
る

　
事
、
遊
星
が
太
陽
の
思
置
を
公
縛
す
る
事
、
月
及
衛
星
が

　
地
球
や
各
遊
星
の
周
團
を
廻
る
事
、
其
他
彗
星
、
流
星
の

　
運
動
、
潮
汐
の
現
象
及
び
恒
星
界
に
於
け
る
諸
星
の
運
動

　
普
天
降
癖
動
の
大
部
分
は
此
法
則
に
篠
っ
て
行
は
れ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
之
に
擦
っ
て
ケ
プ
・
ル
（
国
Φ
冨
肖
）
の
三
法

　
則
に
力
學
的
根
嬢
を
與
へ
こ
、
に
賃
銭
力
學
の
基
礎
を
置

　
い
髭
。

、
い
ノ

の

部

ヴ
イ
ク
ト
リ
了
天
文
蛋
（
＜
営
・
量
○
審
噌
話
8
q
）
　
天
禮
物

　
理
躍
研
究
の
だ
め
カ
ナ
ダ
政
府
が
同
國
太
李
洋
岸
ヴ
ヰ
ク

　
ト
リ
ァ
に
ご
九
一
三
年
“
建
設
し
陀
も
の
で
、
直
経
七
十

　
二
吋
の
大
反
射
望
遠
鏡
を
以
っ
て
現
今
は
主
に
恒
星
界
の

　
研
究
に
從
射
し
て
居
る
。

ウ
イ
ル
リ
ン
山
天
文
畳
（
ウ
R
e
・
白
諄
8
0
諒
葭
く
暮
。
ぐ
）
。

　
米
國
力
－
、
ネ
二
二
研
究
部
の
一
部
こ
し
て
翠
黛
カ
リ
フ
オ

　
〃
ニ
や
州
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
（
H
o
の
》
⇔
σ
q
9
＄
）
市
の
附
近
ウ

　
川
ノ
ン
山
上
に
一
九
〇
四
年
建
設
せ
ら
れ
π
の
で
あ
っ
て

　
海
抜
六
千
尺
の
高
所
に
在
る
。
ス
ノ
ー
望
遠
鏡
（
G
o
b
o
箋

　
日
Φ
屠
8
需
）
、
高
さ
百
五
十
尺
及
び
七
十
尺
の
塔
望
遠
鏡

　
（
日
記
白
日
①
蕾
8
b
①
）
、
直
経
百
吋
及
び
六
十
吋
の
反
射
望

遠
鏡
（
謬
ら
】
8
音
σ
q
日
。
憂
8
客
）
等
を
設
備
し
、
面
こ
し
て

　
太
陽
の
研
究
を
し
て
居
る
。
（
一
九
一
九
年
迄
は
太
陽
親
測

　
所
〕
◎
♂
＜
臨
、
自
流
ゆ
。
】
鉾
『
O
ぴ
の
轟
轟
8
趨
ご
聡
し
π
）
近
年
恒

星
、
星
雲
及
び
星
團
を
も
研
究
す
る
に
至
っ
陀
。
創
立
以

　
來
へ
一
〃
（
9
犀
、
国
巴
。
）
氏
が
皇
長
で
あ
る
o


